
■広域分散避難の実態（沿岸被災自治体全体・2013年12月）
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仮設住宅団地、復興公営住宅や自律再建住宅等を核に形成される「町外コ
ミュニティ」と点在する公共施設等との有機的な連携により成り立つ状況を
「ネットワーク・コミュニティ」として位置づけ、長期にわたる避難生活を支え、安
定し充実した活力ある地域社会

■ネットワーク・コミュニティの概念(研究当初）
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■アクションリサーチとしてのPDCAサイクル
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■第1期で形成されたネットワーク・コミュニティのイメージ



■第2期：2013/4～2014/3 初期的社会実験とモデル検討

町外コミュニティの実現にむけ、二本松市民と浪
江町民が合同で二本松市のまち歩き、ガリバー
マップ作成を実施。
→このような活動を支える組織として「二本松浪江
連携復興センター」が生まれた。
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（浪江町商工会H.P.よりhttp://www.nsci.or.jp/index.html）

2013.5.25 浪江シンポジウム2013.5.25 浪江シンポジウム

■移動支援システム「新ぐるりんこ」の社会実験



■第3期：2014/4～2015/3 社会実験と具体化へ向けた検討
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県営復興公営住宅200戸

生活サポートセンター

生活サポートセンター

杉内仮設エリア

安達仮設エリア

町外コミュニティとネットワーク・コミュニティの実装検討 二本松〜安達エリア
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■ネットワーク・コミュニティのモデル試行(DO)



■修正した町外コミュニティモデル（Check+Action)

福島県営復興公営住宅200戸と隣

接地に

民間開発が連携し一体として整備

される

「復興公営住宅一体型の

町外コミュニティ」

ワークショップで共有されたイメージとアイデア
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福島県営復興公営住宅200戸と隣接空地への民間開発が

連携し一体として整備される

「復興公営住宅一体型の町外コミュニティ」

二本松市安達ヶ原地区

小規模仮設である建設学院跡仮設住宅を段階的に

建て替えて、地域とも連携した居住拠点を形成する

「地域共生型町外コミュニティ」

一定規模をもつ未利用地に整備する

「自律拠点型町外コミュニティ」
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二本松市石倉安達地区

福島市南沢又地区

3つの規模と特徴の異なる町外コミュニティモデルの検討
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■第4期（2015年４月〜):ネットワーク・コミュニティの実現へ
向けた活動



■6巻のドキュメンタリー映像の編集と公開

• プロジェクトのプロセスを、ドキュメンタリーカメラマン・映像作家による映像
記録として、時期区分ごとに６本の作品として独自に編集

• シンポジウムで公開、YouTubeへのアップ（アクセス数は現在１万以上）、
DVDでの配布

You Tubeの画面
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■他の地域へのネットワーク・コミュニティ支援システム活用（一例）

ネットワーク・コミュニティの概念、及び、包括的生活サポートシステムが、支え合
い型の高齢者コミュニティに適応され、それぞれの地域で独自の発展をする
可能性
• 今後、地域福祉、すなわちコミュニティで支える福祉が一段と重要になり、移動支援、

見守り、外出促進、情報交流など多面的な生活サポートを包括するこのシステムは、
それぞれの地域で、多様に展開して効用をもたらすと考えられる。

岩手県S町で計画中のプロジェクト（CCRCの先進事例として）12


